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理用として実際上活用するためには，検出効率を

向上させる必要がある．

3．2，3の核種の空気中漏出率測定
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刀
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当院で比較的よく用いられる，　99mTc，201T1，

67Ga，1311の空気中漏出率の測定を試みた．

　試料皿に，濾紙を入れ，おのおの5個ずつに，1311

（2．4ittCi），99mTc（3．1μCi），201T1（2．7／uCi），67Ga

（2．6μCi）を滴下し，同時にコントロールとして，

別の試料皿にも同量滴下し，さらにパラフィンで

密封したものを用意し，日立2channel　analyzer

RU－MA－2型で同一時刻に測定した．

　1311は，あきらかに漏出しており，滴下直後の

漏出率が最も大きく，1時間当たり10”3程度であ

った．その他の核種においては核種間にほとんど

差はなく，10－6～10－7程度以上の漏出はない．

　1311の許容空気中濃度は，3×10－10μCi／cm3で

医療で用いられる核種の中でも許容空気中濃度が

最も厳しい値となっているものの一つであること

がうなずける．

4．　日立シンチレーションカメラGAMMA

　　VIEW（RC・IC1635　LD）の性能について
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　当大学病院では，昨年9月より，日立シンチレ

ー ションカメラGAMMA　VIEW（RC－1C－1635

LD）が稼動しているが，その性能について述べた．

　シンチレーションカメラの基本的な性能には，

解像度，均一性，感度，最大計数率などがある．

シンチレーションカメラを評価する際には，上記
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のそれぞれを単独に評価して，総合的な評価の助

けにすることが多い．

　まず，解像度であるが，2mmバーファントー

ムを明らかに解像している．解像力の上昇に伴う

均一性の劣化はないようである．長軸および短軸

方向の直線性にも問題はないようである．

　肝のファントーム内に，1．5cm，2cm，2．5　cmの

欠損部を作り99mTcを注入して撮像，あきらかに

欠損部を認識できた．

　日立シンチレーションカメラGAMMA　VIEW
（RC－1C－1635　LD）は，解像力にすぐれ，また特定

の解像度を持つシンチグラムを，より少ないアイ

ソトープ量，撮影時間で作ることができた．

5． フェリチンのラジオイムノアッセイ

ー
（1）その方法について
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貯蔵鉄蛋白体であるフェリチンのRIAを第一

ラジオアイソトープ社試作キットを用いて行なっ

た．

　フェリチンの標準曲線，再現性，精度にっいて

みると，高濃度，中濃度では良好な成績を得たが，

　低濃度ではややバラつきが多かった．（サンド

イッチ法，五重測定）

　ヘキスト社のフェリチンRIAキットとの比較

では方法は同一で，両者の相関も良好であった．

（γ＝0．894）

　シェルフライフはIA後も維持されていたが軽

度の感度低下が標準曲線からうかがわれた．

　本法は通常のラジオイムノアッセイ法に比し，

特に操作が面倒でも簡単でもない．血清は全て10

倍に稀訳して測定する．臨床成績からみても，本

法は鉄欠乏の診断のみならず，肝疾患，貯蔵鉄増

加などの指標となるであろう．
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